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要　旨
　本研究の目的は，看護学教育の特質を踏まえた，看護系大学教員に求められる能力を行動レベルで
示した体系的な見取り図（ＦＤマザーマップ）を開発し，これまで大学単位で行われてきた我が国の
看護系大学におけるＦＤの企画・実施・評価に一定の方向性を提示することである．
　本研究は，看護学教育の現状を踏まえ，既存の資料や研究成果を収集し，これらを参照しながら，
専門家会議メンバーによる検討によってＦＤマザーマップを開発する手法をとった．専門家会議には，
高等教育の専門家である教育系委員６名，大学における看護学教育の専門家である看護系委員２４名
がメンバーとして参加した．
　専門家会議において，20の看護系大学教員に求められる能力が特定され，これらの能力は，〔基盤
マップ〕〔教育マップ〕〔研究マップ〕〔社会貢献マップ〕〔運営マップ〕の５つのマップに配置された．
ＦＤの対象となる教員の能力レベルは，「レベルⅠ：知る」「レベルⅡ：自立してできる」「レベル
Ⅲ：支援・指導、拡大できる」という３段階に区分され，これらの能力レベル区分ごとに，各能力の
要素の到達度を表記し，ＦＤマザーマップを完成させた．
　本マザーマップは，看護系大学が，自組織の実情に見合ったＦＤを，体系的，計画的に企画・実
施・評価することを促進する可能性を持つものであることが示唆された．
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Abstract
　The Center for Education and Research in Nursing Practice has been working on a project to 
construct a mother map of faculty development (FD) in nursing education and to promote 
collaborative activities among nursing universities. We will develop a master plan of faculty 
development (called FD mother map) to keep pace with progress towards higher levels of 
professionalism and a more highly educated university-based student body. The purpose of this 
study was to develop the FD mother map in nursing education.
　Council of Experts was organized to accomplish the goal of the project. Members included 6 
specialists of higher education and 24 faculties from nursing universities in Japan. Council of 
Experts identified competences required of nursing university faculty members, according to 
position, from education, research, nursing practice and management perspectives. Based on the 
identified competences, Council of Experts developed an appropriate FD mother map for nursing 
education.
　Council of Experts identified 20 factors of competences required of nursing university faculty. 
Those 20 factors were divided into 5 categories.  Those were FUNDAMENTALS, EDUCATION, 
RESEARCH, SOCIAL CONTRIBUTION and ADMINISTRATION.  Council of Experts also 
examined the 20 factors and found out that each of these competences had 3 different levels of 
mastery. The 3 different levels were primary, independent and advanced. The structural 
framework of the map was also decided based on the 5 categories and the 3 different levels of 
mastery. Developed guide book of FD mother map included not only the contents of competences 
but also the way of application.
　By utilizing the FD mother map as a master plan of faculty development, each nursing 
university would be able to assess their states of FD activities and to set the goal of FD planning 
easily.
Key Words： FD, nursing university, nursing education, FD mother map, faculty
Ⅰ．は じ め に
　大学教育への移行が急速に進展する我が国の看
護学教育の分野では，毎年約10校のペースで大学
の新設が続き，常に大学教員の需要が供給を上回
る状況となっている．看護系大学教員には，変化
する看護職の役割に見合った実務能力と看護学を
学問として教授する教育能力との両立が強く求め
られるが，このような能力を備えた教員の確保に
困難を抱えている大学が多い．さらに，教育現場
と臨床現場を行き来してキャリアを形成している
教員も多く，組織的・体系的な教員としての能力
開発には課題が多い．
　平成19年の大学設置基準の改正以来，各看護系
大学においてもさまざまなファカルティ・ディベ
ロップメント（以下ＦＤとする）が実施されてい
る．しかし，上記のような課題を有する看護系大
学教員の能力開発の方向性を行動レベルで提示し，
体系的なＦＤ企画を導く指針は，国内外の文献を
検索しても存在せず，その開発が強く求められて
いる．
　本研究の目的は，看護学教育の特質を踏まえた，
看護系大学教員に求められる能力を行動レベルで
示した体系的な見取り図（以下ＦＤマザーマップ
とする，「マザー」とは，これを参考に各看護系
大学が実情に即して独自のマップを生み出すこと
を促進する意味を持つ）を開発し，これまで大学
単位で行われてきた我が国の看護系大学における
ＦＤの企画・実施・評価に一定の方向性を提示す
ることである．
Ⅱ．研 究 方 法
１．専門家会議の設置
　本研究は，専門家会議によってＦＤマザーマッ
プを開発する手法をとる．メンバーは，研究者ら
を含む看護学教育研究共同利用拠点「千葉大学大
学院看護学研究科附属看護実践研究指導セン
ター」教員，千葉大学大学院看護学研究科教員，
高等教育の専門家，千葉大学以外の看護系大学に
所属する看護系委員より構成する．
２．ＦＤマザーマップの開発
１）ＦＤマザーマップの開発方針および全体構成
の決定
　ＦＤおよび看護学教育に関する既存の資料に基
づき，①ＦＤマザーマップの開発方針，②ＦＤマ
ザーマップの全体構成を検討し，決定する．
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２）ＦＤマザーマップの構成内容の決定と試案の
作成
　①大学における看護系人材育成の在り方に関す
る検討会より2011年に提示された「学士課程にお
いてコアとなる看護実践能力と卒業時到達目標－
教育内容と学習成果－」（以下，「到達目標2011」
とする）１）等を参照しながら，社会から求めら
れる看護実践能力を有する学生を育成していく上
で求められる教員の能力（以下，「看護系大学教
員に求められる能力の要素」とする）を，抽象的
な概念ではなく，実際のＦＤ企画を導くことので
きるような行動レベルで特定し，それを１）で決
定した全体構成に沿って配置する．
　②看護系大学教員としての経験を重ねる中で，
①で特定したそれぞれの「看護系大学教員に求め
られる能力」がどのように発達していくのかを検
討し，その段階的な発展をレベルとして説明する
ための区分（以下，「教員の能力レベル区分」と
する）を決定する．
　③「教員の能力レベル区分」ごとに，①で特定
した各能力の要素の到達度を決定し，ＦＤマザー
マップ試案を作成する．
３）看護系大学の教員によるＦＤマザーマップ試
案の点検と洗練
　専門家会議メンバー以外の複数の看護系大学の
教員にＦＤマザーマップ試案の点検を依頼し，そ
の意見を踏まえて試案を洗練し完成させる．
４）完成したＦＤマザーマップの公表
　完成したＦＤマザーマップを，冊子として印刷，
公表するとともに，webサイトにて公表する．
３．倫理的配慮
　本研究で活用する資料はすべて公表されたもの
である．専門家会議メンバーには，文書により本
研究を含むプロジェクト全体の目的と方法を伝え，
参加の任意性を保障した上で，参加と氏名公表の
同意を得て実施した．専門家会議における検討内
容は，施設及び個人が特定できない形で記録し，
ＦＤマザーマップの開発に活用した．
Ⅲ．研 究 結 果
１．専門家会議メンバー
　専門家会議には，研究者ら７名の他，高等教育
の専門家６名，千葉大学以外の看護系大学に所属
する看護系委員12名，千葉大学大学院看護学研究
科教員３名，看護実践教育指導センター教員５名
がメンバーとして参加し，計22回の会議を開催し
た．
２．ＦＤマザーマップの開発
１）ＦＤマザーマップの開発方針および全体構成
の決定
①ＦＤマザーマップの開発方針の決定
　体系的なＦＤ指針という点では，「大学・短大
でＦＤに携わる人のためのＦＤマップと利用ガイ
ドライン」２）がすでに普及していた.しかし，こ
れは，教育現場と臨床現場を行き来してキャリア
を形成する看護系大学教員の抱える課題，及び，
臨地実習指導など看護学の教育上の特質を反映し
たものではなかった．そこで，このような看護学
教育の特質を強調した，看護系大学が組織として
も使いやすいものをめざす，という方針を決定し
た．
　ＦＤとは，一般に「教員が授業内容・方法を改
善し向上させるための組織的な取り組みの総 
称」３）であるが，「ＦＤの定義・内容は論者に
よって様々であり，単に授業内容・方法の改善の
ための研修に限らず，広く教育の改善，更には研
究活動，社会貢献，管理運営に関わる教員団の職
能開発の活動全般を指すものとしてＦＤの語を用
いる場合もある」３）とされている．
　看護学教育に関しては，E. F. Nicholsが，看護
系大学教員に求められる能力に基づき，ＦＤの６
領域（学内の教育，臨床の場における教育，研究，
組織運営，地域へのサービス，リーダーシップ）
を明らかにしていた４）．このうち，「臨床の場に
おける教育」はまさに看護学教育の特質を指し示
すものであると考えられた．また，看護系大学が
資質の高い看護職の育成という社会の要請に応え
ていくためには，「研究」「組織運営」「地域への
サービス」「リーダーシップ」といった，「授業開
発」以外の要素も非常に重要であり，本研究では，
研究や組織運営も含む広義のＦＤの概念を採用す
ることとした．
②ＦＤマザーマップの全体構成の決定
　次に，前述のE. F. Nicholsの６領域を参考に，
ＦＤマザーマップの全体構成を検討した．「学内
の教育」「臨床の場における教育」は教育に関す
る領域であることから，この２つの領域を併せて
〔教育〕とすることを決定した．次いで，「研究」
の領域はそのまま〔研究〕とすることとした．
「地域へのサービス」領域は〔社会貢献〕として，
また，「組織運営」「リーダーシップ」の２領域は，
併せて〔運営〕として整理した．さらに，「臨床
の場における教育」や，看護の現場を変革する
「研究」を実現するためには，教員自身に「看護
専門職としての基礎力」や「看護系大学教員とし
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ての基礎力」が不可欠である，と考え，これらを
併せて〔基盤〕とし全体構成に含めることとした．
最終的にＦＤマザーマップは，〔基盤マップ〕〔教
育マップ〕〔研究マップ〕〔社会貢献マップ〕〔運
営マップ〕の５つのマップから構成することとし
た．
２）ＦＤマザーマップの内容の決定と試案の作成
①看護系大学教員に求められる能力の要素
　次に，社会から求められる看護実践能力を有す
る学生を育成していく上で求められる教員の能力
は何か，という問いをかけながら，到達目標2011
等の資料を分析し，専門家会議で議論を重ね，
「看護系大学教員に求められる能力の要素」を特
定し，それを１）で決定した全体構成に沿って配
置した．ここでは，〔教育マップ〕に配置された
能力の要素を例にとり，そのプロセスを提示する．
　教育にかかわる要素として抽出された能力は，
「教育者マインドを持っている」「各大学のカリ
キュラムポリシーと国家試験受験資格の要件に基
づいて，カリキュラムを編成できる」「生活支援
学習の基盤として学生の生活体験を把握できる」
「実習体験の中から，看護学の学習に必要かつ重
要な場面を選定できる」「対象者への看護を実現
するために，学生のケアの不足を補う判断をし，
学生に説明することができる」など，計50であっ
た．これら50の能力は，［１．教育者マインド］
［２．カリキュラム編成］［３．入学者選抜］［４．
授業運営］［５．臨地実習指導］［６．学生支援］
の６つの要素に大別できた．このうち，［４．授
業運営］は，〈授業設計〉〈授業展開〉〈評価と
フィードバック〉，［５．臨地実習指導］は，〈実
習環境・体制整備〉〈臨地での柔軟な支援方法の
工夫〉〈学生の実習経験と看護概念を関連づける
学習支援〉〈臨地での主体的学習への支援〉〈臨地
での倫理的学習への支援〉，［６．学生支援］は，
〈学生生活支援〉〈キャリア支援〉〈国際交流の促
進〉の細目に分けることとした．なお，到達目標
2011から，教育にかかわる教員の能力の要素とし
て抽出された能力には，専門分野を問わず大学教
員として普遍的に求められる能力も含まれていた
が，それらについては，既存資料も多く，ある程
度系統的なＦＤも行われているため，〔教育マッ
プ〕には含めなかった．
　他のマップについても，同様にして，該当する
能力の要素を配置した．最終的に合意されたＦＤ
マザーマップの全体構成と，看護系大学教員に求
められる能力の要素の配置は，図１に示した．
②教員の能力レベル区分
　次に，看護系大学教員としての経験を重ねる中
で，それぞれの能力がどのように発達していくの
かを検討した．教員の能力は，一般に，「助教」
「講師・准教授」「教授」と，職位が上がるにした
がって発達していく，と考えられている．しかし，
看護系大学教員の場合，教育現場と臨床現場を行
き来してキャリアを形成している教員も多く，長
い臨床経験を経て助教，准教授の経験のないまま，
教授になる等の例に見るように，職位が必ずしも
大学教員としての経験の蓄積と連動していない．
また，大学によって職位ごとの役割が大きく異な
る．そこで，教員の能力レベルは，自立度を軸と
した能力の修得段階で区分した方がより実用性が
高いと判断し，最終的に「レベルⅠ：知る」「レ
ベルⅡ：自立してできる」「レベルⅢ：支援・指
導，拡大できる」という３段階のレベルで区分す
ることを決定した．
③ＦＤマザーマップ試案の作成
　次に，「教員の能力レベル区分」ごとに，①で
特定した各能力の要素の到達度を決定し，表記し
た．例えば「レベルⅠ：知る」では，その到達度
を「～を知る」「～を把握する」という表現でま
図１　看護学教育におけるＦＤマザーマップ全体構成 図２　５つのマップの基本構成
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とめた．最終的なＦＤマザーマップ試案は，縦軸
に能力の要素，横軸に能力のレベル区分を配置し，
図２のように５つのシートで構成することとした．
３）看護系大学の教員によるＦＤマザーマップ試
案の点検と洗練
　作成したＦＤマザーマップ試案は，専門家会議
メンバーの所属大学以外の看護系大学で，これま
で看護系大学教員の能力開発をテーマとした看護
実践研究指導センターの研修等に受講者の派遣実
績のある５大学の管理職もしくはＦＤ担当教員に
点検を依頼し，意見を聴取した．「能力の要素，
レベル区分に異存はない」とする意見がある一方，
到達度の表記にわかりにくい部分があるとの指摘
を得た．これらの意見を踏まえてさらに洗練を重
ね，ＦＤマザーマップを完成させた．
４）完成したＦＤマザーマップの公表
　完成したＦＤマザーマップは，冊子として印刷，
公表するとともに，看護実践教育指導センターの
運営するwebサイト５）にて公表した．表１に，
完成した〔教育マップ〕の一部を示した．
Ⅳ．考 察
　本研究において開発したＦＤマザーマップは，
看護系大学教員に求められる能力を，行動レベル
で網羅的に示すことができた．看護系大学教員に
求められる能力が，抽象的な概念ではなく，行動
レベルで網羅的に示されているため，これを活用
して，各看護系大学は，自組織の教員が，本マ
ザーマップに示された能力をどの程度有している
のかを客観的に判断し，ＦＤニーズの把握が可能
となる．また，行動レベルで示された能力は，実
施したＦＤの評価指標としても活用できるであろ
う．
　また，各能力の到達度が，職位ではなく自立度
で示されているため，教育現場と臨床現場を行き
来してキャリアを形成している看護系大学教員に
とっては，自身のキャリア特性に応じた更なる
キャリア開発計画を立案できると思われる．
　さらに，本マザーマップは，看護系大学教員に
求められる能力を，〔基盤〕〔教育〕〔研究〕〔社会
貢献〕〔運営〕の５つのマップに分類しているこ
とから，各大学が自組織の実情に即してカスタマ
イズし，自組織独自のＦＤマップを開発すること
も可能な構成となっている．
　以上より，本マザーマップは，看護系大学が，
自組織の実情に見合ったＦＤを，体系的，計画的
に企画・実施・評価することを促進する可能性を
持つものであることが示唆された．
Ⅴ．結 論
　看護系大学教員に求められる能力が，行動レベ
ルで網羅的に示されて〔基盤〕〔教育〕〔研究〕
〔社会貢献〕〔運営〕の５つのマップに配置され，
「知る」「自立してできる」「支援・指導，拡大で
きる」という３段階で到達度が区分された，看護
学教育におけるＦＤマザーマップが完成した．こ
れは，看護学教育の特質と看護系大学教員の抱え
る課題を踏まえたものであり，本マザーマップは，
表１　教育マップ（一部抜粋）
教育
要素 レベルⅠ知る
レベルⅡ
自立してできる
レベルⅢ
支援・指導、拡大できる
１．教育者
マインド
①教育が他者を支援するはたらきで
あることをふまえ、自身の教育者マ
インドの必要性を知る
②教育者マインドとして自大学で重
視する内容を知る
①教育者マインドをもっている
②教育者マインドとして自大学で重
視する内容を理解し、説明できる
①教育者マインドの醸成を支援でき
る
②教育者マインドとして自大学で重
視する内容を検討できる
（教育者マインドの例）
・人間の尊厳と多様性を重視する人間性を育む　　　　　
・多様な人々へ看護を提供できる基礎的能力を育成する　
・創造性と論理性を重視した教育を実施する　　　　　　
・主体的に社会や看護の発展に貢献できる人材を育成する
２．カリキュ
ラム編成
①各大学のカリキュラムポリシーと
国家試験受験資格の要件（保健師助
産師看護師学校養成所指定規則）に
基づき、カリキュラムが編成される
ことを知る
②生活背景や人生経験の異なる多様
な学生に、生活支援を基盤とする看
護学を教授する特徴や工夫の必要性
を知る
①各大学のカリキュラムポリシーと
国家試験受験資格の要件（保健師助
産師看護師学校養成所指定規則）に
基づいて、カリキュラムを編成でき
る
②生活背景や人生経験の異なる多様
な学生に、生活支援を基盤とする看
護学を教授する特徴や工夫の必要性
を理解し、説明できる
①各大学のカリキュラムポリシーと
国家試験受験資格の要件（保健師助
産師看護師学校養成所指定規則）に
基づいたカリキュラム編成について、
他の教員に助言できる
②生活背景や人生経験の異なる多様
な学生に、生活支援を基盤とする看
護学を教授する特徴や工夫の必要性
について、他の教員に助言できる
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看護系大学が，自組織の実情に見合ったＦＤを，
体系的，計画的に企画・実施・評価することを促
進する可能性を持つものであることが示唆された．
　本研究は，平成23～27年度文部科学省特別経費
（教育関係共同実施分）による事業「看護学教育
におけるＦＤマザーマップの開発と大学間共同活
用の促進」において実施した研究の一部である．
本研究において開発した「ＦＤマザーマップ」は，
商標登録（平成26年４月18日）している．本研究
においては，申告すべきＣＯＩ状態はない．
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